
阪
」
に
関
連
す
る
題
材
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
都
市
の
将
来
に
向
け
て
、
そ
れ

ら
の
題
材
を
通
し
て
得
ら
れ
た
視
点
を
紹
介

し
た
い
。

　
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
大
阪
市
制
施

行
時
、
15
・
27
㎢
だ
っ
た
市
域
は
、
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
の
第
二
次
市
域
拡
張
で
１

８
１
・
68
㎢
に
一
気
に
広
が
り
、
当
初
の
約

12
倍
近
く
、
現
市
域
の
大
半
を
編
入
し
た
。

　
人
口
の
変
遷
を
追
っ
て
み
る
と
、
市
制
施

行
時
の
人
口
は
47
万
人
だ
が
、
第
二
次
市
域

拡
張
で
約
４
・
５
倍
の
２
１
１
万
人
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
大
阪
市
は
面
積
・
人

口
と
も
全
国
最
大
の
都
市
と
な
り
、「
大
東

京
」
が
誕
生
す
る
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年

10
月
ま
で
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
た
。

「
大
大
阪
」
を
生
ん
だ
第
二
次
市
域
拡
張
が
、

現
在
の
大
阪
市
の
構
造
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
大
阪
の
ま
ち
は
、
４
０
０
年
前
の

豊
臣
・
大
坂
城
の
落
城
の
後
、
近
世
に
築
き

あ
げ
ら
れ
た
大
坂
三
郷
（
北
・
南
・
天
満
）

を
核
と
し
つ
つ
、
明
治
後
期
か
ら
周
辺
地
域

を
急
速
に
合
併
・
開
発
し
、
近
代
化
の
ス
ピ

ー
ド
と
と
も
に
拡
張
し
て
い
っ
た
二
重
構
造

を
宿
し
て
い
る
。「
大
大
阪
」
と
い
う
時
代

を
振
り
返
る
と
い
う
営
み
は
、
か
つ
て
大
阪

が
急
成
長
を
遂
げ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た

時
代
を
懐
か
し
む
情
緒
に
浸
る
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
将
来
に
向
け
て
、
歴
史
的
に

二
重
構
造
を
持
つ
都
市
が
、
自
ら
の
特
性
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
る
。
今
後
、
人
口
減

少
に
と
も
な
う
縮
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

く
な
か
で
、
中
心
部
と
周
縁
部
の
役
割
や
関

　
大
阪
の
歴
史
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
、
都

心
部
を
南
北
に
貫
く
上
町
台
地
界
隈
に
軸
足

を
置
く
、
筆
者
も
研
究
活
動
の
一
環
で
発
行

に
携
わ
っ
て
い
る
『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ

ム
ズ
』（
＊
１
）
と
い
う
、
小
さ
な
壁
新
聞

が
あ
る
。
発
行
の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
。〈
長

い
歴
史
の
な
か
で
、
天
災
や
政
変
や
戦
災
、

著
し
い
都
市
化
も
経
験
し
て
き
た
地
。
時
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
ま
ち
と
暮
ら
し
の

骨
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
自
然
の
恵

み
と
リ
ス
ク
の
と
ら
え
方
、
人
と
ま
ち
の
交

わ
り
方
、
次
世
代
へ
の
伝
え
方
（
中
略
）。

過
去
と
現
在
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
未
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
。（
後
略
）〉地
域
の
方
々

に
貴
重
な
資
料
や
コ
メ
ン
ト
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
身
近
な
暮
ら
し
の
な
か
に
あ
る
歴

史
を
共
有
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
種
と
し
て

い
く
試
み
で
あ
る
。

　
２
０
１
５
年
は
、
大
阪
に
と
っ
て
何
重
に

も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
年
と
な
っ
た
。「
戦
後

70
年
」
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
奇
し
く
も

「
大
坂
城
落
城
４
０
０
年
」
に
「
道
頓
堀
開

削
４
０
０
年
」。
さ
ら
に
大
阪
市
が
面
積
・

人
口
と
も
に
全
国
最
大
と
な
っ
た
大
正
末
期

の
「
だ
い大 

お
お大 

さ
か阪
誕
生
90
年
」
に
も
当
た
っ
た
。

特
定
の
周
年
の
み
に
価
値
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
を
機
に
日
常
的
に
歴
史
を
振

り
返
っ
て
考
え
る
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
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研
究
員

人
口
減
少
に
と
も
な
い
社
会
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、

都
市
の
在
り
方
も
ま
た
再
考
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

近
世
か
ら
近
代
へ
、急
激
な
市
域
拡
張
が
田
園
を
飲
み
込
ん
で
、

当
時
日
本
最
大
の
都
市「
大
大
阪
」を
生
ん
だ
。

そ
の
変
遷
に
着
目
す
る
地
域
の
壁
新
聞

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』の
取
り
組
み
を
例
に
、

こ
れ
か
ら
の
都
市
再
編
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』と

「
大
大
阪
」の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
への

ま
な
ざ
し

未
来
への
記
憶
を
共
有
す
る

弘
本 

由
香
里

周
縁
部
に
集
積
し
、
交
通
網
の
整
備
に
呼
応

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
外
側
へ
と
広
が
っ
て
い

っ
た
。「
大
大
阪
」
の
誕
生
前
後
に
起
き
た

現
象
は
、
反
転
し
て
見
れ
ば
周
辺
に
広
が
る

数
々
の
村
の
消
失
、
豊
か
な
田
園
地
帯
の
市

街
地
化
と
い
う
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。
失
わ

れ
た
村
々
や
田
園
は
、
ど
ん
な
姿
を
し
て
い

た
の
か
。
人
々
は
ど
ん
な
思
い
を
抱
え
、
変

わ
り
ゆ
く
風
土
と
対
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
問
い
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

　
そ
こ
で
、
大
阪
の
近
代
の
風
景
に
接
近
し

て
い
く
た
め
に
、『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム

ズV
ol. 1

』（
２
０
１
３
年
秋
・
冬
号
）
で
は
、

「
鉄
道
史
か
ら
垣
間
見
え
る
、
近
現
代
・
大

阪
で
の
都
市
拡
大
」
を
取
り
上
げ
た
。
都
市

化
の
動
態
を
、
近
代
化
を
支
え
た
鉄
路
の
発

達
か
ら
明
快
に
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
明
治
時
代
、
大
正
時
代
、
昭
和
30
年
代
、

現
代
と
、
四
つ
の
時
代
の
地
図
を
ベ
ー
ス
に
、

ま
ち
は
ず
れ
の
駅
の
誕
生
か
ら
、
徐
々
に
市

街
地
へ
の
侵
入
、
郊
外
へ
の
延
伸
と
、
鉄
道

網
の
広
が
り
を
わ
か
り
や
す
く
段
階
的
に
描

い
た
。
同
時
に
、
車
窓
の
風
景
に
ま
つ
わ
る

地
域
の
方
々
の
記
憶
を
集
め
、
マ
ク
ロ
な
都

市
化
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
な
生
活
実
感
の
視
点

を
接
続
し
、
果
て
し
な
く
拡
張
し
て
い
っ
た

市
街
地
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
リ
ア
ル
な
経

験
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
さ
ら
に
、
都
市
化
の
動
態
を
よ
り
具
体
的

に
捉
え
る
た
め
に
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

地
理
学
、
建
築
史
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野

か
ら
専
門
家
を
招
き
「
都
市
の
広
が
り
の
な

か
に
消
え
た
も
の
・
残
さ
れ
た
も
の
は
？
　

未
来
は
？
」
と
題
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
た
（
２
０
１
４
年
３
月
）。

　
ま
ず
、
立
命
館
大
学
准
教
授
の
加
藤
政
洋

氏
が
「
20
世
紀
大
阪 

都
市
化
の
空
間
文
化

誌
」
と
し
て
、
中
心
と
周
縁
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
代
大
阪
で
一
気
に

進
ん
だ
都
市
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ひ
も
と

く
と
と
も
に
、
戦
前
の
雑
誌
『
大
大
阪
』
に

昭
和
７
（
１
９
３
２
）〜
８
（
１
９
３
３
）

年
に
か
け
て
「
大
大
阪
新
開
地
風
景
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
、
都
市
と
農
村
が

せ
め
ぎ
合
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
眺
め
、
居
住

階
層
の
分
化
、
新
た
に
生
ま
れ
た
消
費
・
娯

楽
の
景
観
、
花
街
な
ど
の
新
地
の
郊
外
化
と

い
っ
た
都
市
化
の
諸
相
を
紹
介
。

　
続
い
て
、
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
酒

井
一
光
氏
が
、
都
市
化
の
波
に
洗
わ
れ
な
が

ら
、
今
な
お
田
園
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
古
民

家
、
一
方
で
近
代
化
を
象
徴
す
る
意
匠
が
施

さ
れ
た
銭
湯
や
長
屋
や
ア
パ
ー
ト
や
公
舎
な

ど
、具
体
例
を
ふ
ん
だ
ん
に
示
さ
れ
た
。ま
た
、

建
築
専
門
誌『
建
築
と
社
会
』で
、昭
和
４（
１

９
２
９
）
年
頃
か
ら
「
郷
土
建
築
」
特
集
が

組
ま
れ
は
じ
め
、
当
時
、
明
治
か
ら
60
〜
70

年
が
過
ぎ
て
失
わ
れ
て
い
く
建
物
（
江
戸
期

の
商
家
・
農
家
、
明
治
初
期
の
洋
風
建
築
な

遂
げ
て
い
く
と
き
。
楢
次
郎
氏
は
、
大
大
阪

の
表
面
の
華
や
ぎ
よ
り
も
、
そ
の
繁
栄
を
し

っ
か
り
支
え
る
生
業
や
交
通
の
あ
り
よ
う
に

注
意
を
払
い
、
発
展
の
一
方
で
失
わ
れ
ゆ
く

風
土
を
慈
し
み
、
両
者
を
後
世
に
伝
え
る
べ

き
対
象
と
見
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
自

ら
の
役
割
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
、
記
録

画
家
と
し
て
生
き
る
、
清
廉
な
決
意
と
郷
土

へ
の
深
い
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
近
世
・
近
代
の
日
本
文
化
史
の
研
究
者
で

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
准
教
授
の
明

尾
圭
造
氏
は
、「
生
業
を
持
ち
な
が
ら
、
郷

土
の
研
究
、
作
画
に
余
念
が
な
か
っ
た
楢
次

郎
を
み
て
い
る
と
、
如
何
に
も
大
阪
的
な
画

家
を
想
起
さ
せ
る
。
大
正
期
、
博
覧
会
に
出

品
を
重
ね
、
様
々
な
賞
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
の
研
究
や
定
点
作
画
に
喜
び
を
感
じ
る
楢

次
郎
は
、
も
は
や
展
覧
会
へ
の
出
品
と
そ
の

評
価
に
一
喜
一
憂
す
る
画
家
で
は
な
か
っ
た
。

自
ら
の
生
涯
を
か
け
て
、
描
く
（
調
査
す
る
）

対
象
を
定
め
た
楢
次
郎
に
人
生
の
潔
さ
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
」
と
評
し
て

い
る
（
＊
２
）。

　　
人
が
つ
く
る
ま
ち
や
村
も
、
時
間
軸
を
持

っ
て
眺
め
て
み
れ
ば
、
成
長
と
衰
退
を
繰
り

返
し
て
い
く
、
生
命
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
都
市
の
将
来
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
、
戦
災
を
超
え
て
残
さ
れ

て
き
た
貴
重
な
作
品
や
資
料
、
証
言
の
数
々

が
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
同
時
に
、
目
を
向

け
る
べ
き
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
目
の
前

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
一
般
化
し
た
職
住
分

離
の
時
代
か
ら
、
再
び
住
ま
い
と
商
い
、
人

と
人
、
人
と
ま
ち
の
関
係
の
在
り
方
を
組
み

立
て
直
し
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
都

市
の
中
心
と
周
縁
の
関
係
も
、
有
機
的
か
つ

重
層
的
に
編
ん
で
い
く
こ
と
で
、
縮
退
す
る

都
市
の
活
路
を
開
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
改
め
て
、
鉄
道
の
役
割
も
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
や
関
連
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
関
係

者
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。

感
謝
と
と
も
に
、
制
作
を
通
し
た
考
察
を
今

後
も
折
々
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

る
な
ら
ば
、
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
も
無
駄
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
で
は
、
２

０
１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
近
世

大
坂
と
近
代
大
阪
の
境
目
と
も
な
る
「
大
大

ど
）
を
惜
し
み
、
記
録
を
残
そ
う
と
す
る
考

え
方
が
す
で
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
紹
介

さ
れ
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
る
、
伝
統
的
な

建
築
や
景
観
の
喪
失
経
験
も
影
響
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
立
命
館
大
学
教
授
の
吉
田
友
彦

氏
は
、
上
町
台
地
の
東
に
広
が
る
生
野
・
東

成
界
隈
の
１
０
０
年
を
、
大
正
時
代
に
始
ま

る
耕
地
整
理
と
長
屋
住
宅
地
・
商
店
街
の
誕

生
と
変
化
か
ら
読
み
解
か
れ
た
。
時
を
経
て

現
在
の
賑
わ
い
に
至
る
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
形

成
や
、
新
た
な
世
代
の
商
い
の
展
開
な
ど
、

詳
細
な
調
査
に
基
づ
い
て
店
舗
の
業
態
や
店

主
の
変
遷
を
追
い
、
都
市
の
縁
辺
部
に
宿
る

可
能
性
と
ま
ち
を
更
新
す
る
力
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
。

　　
ま
さ
に
「
大
大
阪
」
誕
生
前
後
の
ま
ち
と

村
々
の
変
化
の
渦
中
に
生
き
、
記
録
に
努
め

た
人
物
が
い
た
。
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、

大
阪
・
旧
・
鶴
橋
村
味
原
池
近
く
（
現
・
天

王
寺
区
味
原
あ
た
り
）
に
生
ま
れ
、
鶴
橋
・

い猪 

か
い飼 

の野
界
隈
に
暮
ら
し
て
、
印
刷
業
を
営
み

な
が
ら
絵
筆
を
ふ
る揮

っ
た
堤
な
ら楢 

じ次 

ろ
う郎

氏
だ
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズV

ol. 4

』（
２

０
１
５
年
春
・
夏
号
）
で
は
、「
文
画
人
・

堤
楢
次
郎
が
見
つ
め
た
大
阪
　
上
町
台
地
を

か
た
ど
っ
た 

水
辺
の
風
景
と
土
地
の
記
憶
」

と
題
し
て
、
日
本
画
家
・
郷
土
史
家
と
し
て

係
性
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
再
構
築
し
て
い
く

可
能
性
を
探
る
こ
と
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
、
大
阪
の
近
代
化

を
捉
え
た
い
。

　
近
代
工
業
の
受
け
皿
と
な
っ
た
工
場
と
労

働
者
の
住
ま
い
や
盛
り
場
は
、
近
世
大
坂
の

『上町台地 今昔タイムズ Vol. 1』2013年秋・冬号1面。
記念すべき創刊号は、

鉄道史から見た大阪の都市変遷に着目し、
明治時代の近代化の波を伝える。

同
氏
が
残
し
た
貴
重
な
歴
史
資
料
と
も
い
う

べ
き
作
品
世
界
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
編

集
に
あ
た
っ
て
、
楢
次
郎
氏
の
作
品
や
足
跡

の
研
究
・
発
表
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
猪
飼
野

探
訪
会
の
あ足 

じ
ろ代
健
二
郎
氏
・
小
野
賢
一
氏
に

全
面
的
に
協
力
い
た
だ
き
、
楢
次
郎
氏
の
作

品
継
承
者
（
直
系
の
孫
）
堤
じ
よ
う條 

じ治
氏
の
快

諾
を
得
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

　
上
町
台
地
の
東
に
広
が
り
実
り
を
運
ん
だ

よ
く沃 

や野
、
慣
れ
親
し
ん
だ
田
園
風
景
が
、
河
川

改
修
、耕
地
整
理
、鉄
道
網
の
発
達
と
と
も
に
、

住
宅
と
工
場
が
建
ち
並
ぶ
ま
ち
へ
と
変
貌
を

48CEL March 201649 CEL March 2016

都
市
拡
大
の

プ
ロ
セ
ス
を

リ
ア
ル
に
捉
え
る

身
近
な
暮
ら
し
の

な
か
の
歴
史
を

将
来
に
つ
な
ぐ

近
世
大
坂
と

近
代
大
阪
の
境
目

「
大
大
阪
」へ
の

ま
な
ざ
し



阪
」
に
関
連
す
る
題
材
を
取
り
上
げ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
都
市
の
将
来
に
向
け
て
、
そ
れ

ら
の
題
材
を
通
し
て
得
ら
れ
た
視
点
を
紹
介

し
た
い
。

　
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
大
阪
市
制
施

行
時
、
15
・
27
㎢
だ
っ
た
市
域
は
、
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
の
第
二
次
市
域
拡
張
で
１

８
１
・
68
㎢
に
一
気
に
広
が
り
、
当
初
の
約

12
倍
近
く
、
現
市
域
の
大
半
を
編
入
し
た
。

　
人
口
の
変
遷
を
追
っ
て
み
る
と
、
市
制
施

行
時
の
人
口
は
47
万
人
だ
が
、
第
二
次
市
域

拡
張
で
約
４
・
５
倍
の
２
１
１
万
人
に
達
し

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
大
阪
市
は
面
積
・
人

口
と
も
全
国
最
大
の
都
市
と
な
り
、「
大
東

京
」
が
誕
生
す
る
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年

10
月
ま
で
「
大
大
阪
」
と
呼
ば
れ
た
。

「
大
大
阪
」
を
生
ん
だ
第
二
次
市
域
拡
張
が
、

現
在
の
大
阪
市
の
構
造
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
大
阪
の
ま
ち
は
、
４
０
０
年
前
の

豊
臣
・
大
坂
城
の
落
城
の
後
、
近
世
に
築
き

あ
げ
ら
れ
た
大
坂
三
郷
（
北
・
南
・
天
満
）

を
核
と
し
つ
つ
、
明
治
後
期
か
ら
周
辺
地
域

を
急
速
に
合
併
・
開
発
し
、
近
代
化
の
ス
ピ

ー
ド
と
と
も
に
拡
張
し
て
い
っ
た
二
重
構
造

を
宿
し
て
い
る
。「
大
大
阪
」
と
い
う
時
代

を
振
り
返
る
と
い
う
営
み
は
、
か
つ
て
大
阪

が
急
成
長
を
遂
げ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た

時
代
を
懐
か
し
む
情
緒
に
浸
る
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
、
将
来
に
向
け
て
、
歴
史
的
に

二
重
構
造
を
持
つ
都
市
が
、
自
ら
の
特
性
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
る
。
今
後
、
人
口
減

少
に
と
も
な
う
縮
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

く
な
か
で
、
中
心
部
と
周
縁
部
の
役
割
や
関

　
大
阪
の
歴
史
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
、
都

心
部
を
南
北
に
貫
く
上
町
台
地
界
隈
に
軸
足

を
置
く
、
筆
者
も
研
究
活
動
の
一
環
で
発
行

に
携
わ
っ
て
い
る
『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ

ム
ズ
』（
＊
１
）
と
い
う
、
小
さ
な
壁
新
聞

が
あ
る
。
発
行
の
趣
旨
は
次
の
と
お
り
。〈
長

い
歴
史
の
な
か
で
、
天
災
や
政
変
や
戦
災
、

著
し
い
都
市
化
も
経
験
し
て
き
た
地
。
時
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
ま
ち
と
暮
ら
し
の

骨
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
自
然
の
恵

み
と
リ
ス
ク
の
と
ら
え
方
、
人
と
ま
ち
の
交

わ
り
方
、
次
世
代
へ
の
伝
え
方
（
中
略
）。

過
去
と
現
在
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
未
来
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
。（
後
略
）〉地
域
の
方
々

に
貴
重
な
資
料
や
コ
メ
ン
ト
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
身
近
な
暮
ら
し
の
な
か
に
あ
る
歴

史
を
共
有
し
、
将
来
に
つ
な
が
る
種
と
し
て

い
く
試
み
で
あ
る
。

　
２
０
１
５
年
は
、
大
阪
に
と
っ
て
何
重
に

も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
年
と
な
っ
た
。「
戦
後

70
年
」
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
奇
し
く
も

「
大
坂
城
落
城
４
０
０
年
」
に
「
道
頓
堀
開

削
４
０
０
年
」。
さ
ら
に
大
阪
市
が
面
積
・

人
口
と
も
に
全
国
最
大
と
な
っ
た
大
正
末
期

の
「
だ
い大 

お
お大 

さ
か阪
誕
生
90
年
」
に
も
当
た
っ
た
。

特
定
の
周
年
の
み
に
価
値
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
を
機
に
日
常
的
に
歴
史
を
振

り
返
っ
て
考
え
る
視
点
を
得
る
こ
と
が
で
き

周
縁
部
に
集
積
し
、
交
通
網
の
整
備
に
呼
応

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
外
側
へ
と
広
が
っ
て
い

っ
た
。「
大
大
阪
」
の
誕
生
前
後
に
起
き
た

現
象
は
、
反
転
し
て
見
れ
ば
周
辺
に
広
が
る

数
々
の
村
の
消
失
、
豊
か
な
田
園
地
帯
の
市

街
地
化
と
い
う
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。
失
わ

れ
た
村
々
や
田
園
は
、
ど
ん
な
姿
を
し
て
い

た
の
か
。
人
々
は
ど
ん
な
思
い
を
抱
え
、
変

わ
り
ゆ
く
風
土
と
対
話
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
問
い
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

　
そ
こ
で
、
大
阪
の
近
代
の
風
景
に
接
近
し

て
い
く
た
め
に
、『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム

ズV
ol. 1

』（
２
０
１
３
年
秋
・
冬
号
）
で
は
、

「
鉄
道
史
か
ら
垣
間
見
え
る
、
近
現
代
・
大

阪
で
の
都
市
拡
大
」
を
取
り
上
げ
た
。
都
市

化
の
動
態
を
、
近
代
化
を
支
え
た
鉄
路
の
発

達
か
ら
明
快
に
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ

る
。
明
治
時
代
、
大
正
時
代
、
昭
和
30
年
代
、

現
代
と
、
四
つ
の
時
代
の
地
図
を
ベ
ー
ス
に
、

ま
ち
は
ず
れ
の
駅
の
誕
生
か
ら
、
徐
々
に
市

街
地
へ
の
侵
入
、
郊
外
へ
の
延
伸
と
、
鉄
道

網
の
広
が
り
を
わ
か
り
や
す
く
段
階
的
に
描

い
た
。
同
時
に
、
車
窓
の
風
景
に
ま
つ
わ
る

地
域
の
方
々
の
記
憶
を
集
め
、
マ
ク
ロ
な
都

市
化
の
視
点
と
ミ
ク
ロ
な
生
活
実
感
の
視
点

を
接
続
し
、
果
て
し
な
く
拡
張
し
て
い
っ
た

市
街
地
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
リ
ア
ル
な
経

験
と
し
て
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
さ
ら
に
、
都
市
化
の
動
態
を
よ
り
具
体
的

に
捉
え
る
た
め
に
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

地
理
学
、
建
築
史
、
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野

か
ら
専
門
家
を
招
き
「
都
市
の
広
が
り
の
な

か
に
消
え
た
も
の
・
残
さ
れ
た
も
の
は
？
　

未
来
は
？
」
と
題
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
た
（
２
０
１
４
年
３
月
）。

　
ま
ず
、
立
命
館
大
学
准
教
授
の
加
藤
政
洋

氏
が
「
20
世
紀
大
阪 
都
市
化
の
空
間
文
化

誌
」
と
し
て
、
中
心
と
周
縁
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
と
い
う
観
点
か
ら
、
近
代
大
阪
で
一
気
に

進
ん
だ
都
市
拡
大
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ひ
も
と

く
と
と
も
に
、
戦
前
の
雑
誌
『
大
大
阪
』
に

昭
和
７
（
１
９
３
２
）〜
８
（
１
９
３
３
）

年
に
か
け
て
「
大
大
阪
新
開
地
風
景
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
、
都
市
と
農
村
が

せ
め
ぎ
合
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
眺
め
、
居
住

階
層
の
分
化
、
新
た
に
生
ま
れ
た
消
費
・
娯

楽
の
景
観
、
花
街
な
ど
の
新
地
の
郊
外
化
と

い
っ
た
都
市
化
の
諸
相
を
紹
介
。

　
続
い
て
、
大
阪
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
酒

井
一
光
氏
が
、
都
市
化
の
波
に
洗
わ
れ
な
が

ら
、
今
な
お
田
園
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
古
民

家
、
一
方
で
近
代
化
を
象
徴
す
る
意
匠
が
施

さ
れ
た
銭
湯
や
長
屋
や
ア
パ
ー
ト
や
公
舎
な

ど
、具
体
例
を
ふ
ん
だ
ん
に
示
さ
れ
た
。ま
た
、

建
築
専
門
誌『
建
築
と
社
会
』で
、昭
和
４（
１

９
２
９
）
年
頃
か
ら
「
郷
土
建
築
」
特
集
が

組
ま
れ
は
じ
め
、
当
時
、
明
治
か
ら
60
〜
70

年
が
過
ぎ
て
失
わ
れ
て
い
く
建
物
（
江
戸
期

の
商
家
・
農
家
、
明
治
初
期
の
洋
風
建
築
な

遂
げ
て
い
く
と
き
。
楢
次
郎
氏
は
、
大
大
阪

の
表
面
の
華
や
ぎ
よ
り
も
、
そ
の
繁
栄
を
し

っ
か
り
支
え
る
生
業
や
交
通
の
あ
り
よ
う
に

注
意
を
払
い
、
発
展
の
一
方
で
失
わ
れ
ゆ
く

風
土
を
慈
し
み
、
両
者
を
後
世
に
伝
え
る
べ

き
対
象
と
見
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
自

ら
の
役
割
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
、
記
録

画
家
と
し
て
生
き
る
、
清
廉
な
決
意
と
郷
土

へ
の
深
い
愛
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
近
世
・
近
代
の
日
本
文
化
史
の
研
究
者
で

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
准
教
授
の
明

尾
圭
造
氏
は
、「
生
業
を
持
ち
な
が
ら
、
郷

土
の
研
究
、
作
画
に
余
念
が
な
か
っ
た
楢
次

郎
を
み
て
い
る
と
、
如
何
に
も
大
阪
的
な
画

家
を
想
起
さ
せ
る
。
大
正
期
、
博
覧
会
に
出

品
を
重
ね
、
様
々
な
賞
を
受
け
な
が
ら
、
地

域
の
研
究
や
定
点
作
画
に
喜
び
を
感
じ
る
楢

次
郎
は
、
も
は
や
展
覧
会
へ
の
出
品
と
そ
の

評
価
に
一
喜
一
憂
す
る
画
家
で
は
な
か
っ
た
。

自
ら
の
生
涯
を
か
け
て
、
描
く
（
調
査
す
る
）

対
象
を
定
め
た
楢
次
郎
に
人
生
の
潔
さ
を
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
」
と
評
し
て

い
る
（
＊
２
）。

　　
人
が
つ
く
る
ま
ち
や
村
も
、
時
間
軸
を
持

っ
て
眺
め
て
み
れ
ば
、
成
長
と
衰
退
を
繰
り

返
し
て
い
く
、
生
命
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
都
市
の
将
来
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
、
戦
災
を
超
え
て
残
さ
れ

て
き
た
貴
重
な
作
品
や
資
料
、
証
言
の
数
々

が
語
り
か
け
て
く
れ
る
。
同
時
に
、
目
を
向

け
る
べ
き
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
目
の
前

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
一
般
化
し
た
職
住
分

離
の
時
代
か
ら
、
再
び
住
ま
い
と
商
い
、
人

と
人
、
人
と
ま
ち
の
関
係
の
在
り
方
を
組
み

立
て
直
し
て
い
く
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
都

市
の
中
心
と
周
縁
の
関
係
も
、
有
機
的
か
つ

重
層
的
に
編
ん
で
い
く
こ
と
で
、
縮
退
す
る

都
市
の
活
路
を
開
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
改
め
て
、
鉄
道
の
役
割
も
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
や
関
連
フ

ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ
め
関
係

者
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。

感
謝
と
と
も
に
、
制
作
を
通
し
た
考
察
を
今

後
も
折
々
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

る
な
ら
ば
、
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
も
無
駄
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』
で
は
、
２

０
１
３
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け
て
近
世

大
坂
と
近
代
大
阪
の
境
目
と
も
な
る
「
大
大

ど
）
を
惜
し
み
、
記
録
を
残
そ
う
と
す
る
考

え
方
が
す
で
に
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
紹
介

さ
れ
た
。
関
東
大
震
災
に
よ
る
、
伝
統
的
な

建
築
や
景
観
の
喪
失
経
験
も
影
響
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
立
命
館
大
学
教
授
の
吉
田
友
彦

氏
は
、
上
町
台
地
の
東
に
広
が
る
生
野
・
東

成
界
隈
の
１
０
０
年
を
、
大
正
時
代
に
始
ま

る
耕
地
整
理
と
長
屋
住
宅
地
・
商
店
街
の
誕

生
と
変
化
か
ら
読
み
解
か
れ
た
。
時
を
経
て

現
在
の
賑
わ
い
に
至
る
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
形

成
や
、
新
た
な
世
代
の
商
い
の
展
開
な
ど
、

詳
細
な
調
査
に
基
づ
い
て
店
舗
の
業
態
や
店

主
の
変
遷
を
追
い
、
都
市
の
縁
辺
部
に
宿
る

可
能
性
と
ま
ち
を
更
新
す
る
力
に
つ
い
て
語

ら
れ
た
。

　　
ま
さ
に
「
大
大
阪
」
誕
生
前
後
の
ま
ち
と

村
々
の
変
化
の
渦
中
に
生
き
、
記
録
に
努
め

た
人
物
が
い
た
。
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、

大
阪
・
旧
・
鶴
橋
村
味
原
池
近
く
（
現
・
天

王
寺
区
味
原
あ
た
り
）
に
生
ま
れ
、
鶴
橋
・

い猪 

か
い飼 

の野
界
隈
に
暮
ら
し
て
、
印
刷
業
を
営
み

な
が
ら
絵
筆
を
ふ
る揮

っ
た
堤
な
ら楢 

じ次 

ろ
う郎

氏
だ
。

『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズV

ol. 4

』（
２

０
１
５
年
春
・
夏
号
）
で
は
、「
文
画
人
・

堤
楢
次
郎
が
見
つ
め
た
大
阪
　
上
町
台
地
を

か
た
ど
っ
た 

水
辺
の
風
景
と
土
地
の
記
憶
」

と
題
し
て
、
日
本
画
家
・
郷
土
史
家
と
し
て

係
性
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
再
構
築
し
て
い
く

可
能
性
を
探
る
こ
と
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
、
大
阪
の
近
代
化

を
捉
え
た
い
。

　
近
代
工
業
の
受
け
皿
と
な
っ
た
工
場
と
労

働
者
の
住
ま
い
や
盛
り
場
は
、
近
世
大
坂
の

同
氏
が
残
し
た
貴
重
な
歴
史
資
料
と
も
い
う

べ
き
作
品
世
界
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
編

集
に
あ
た
っ
て
、
楢
次
郎
氏
の
作
品
や
足
跡

の
研
究
・
発
表
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
猪
飼
野

探
訪
会
の
あ足 

じ
ろ代
健
二
郎
氏
・
小
野
賢
一
氏
に

全
面
的
に
協
力
い
た
だ
き
、
楢
次
郎
氏
の
作

品
継
承
者
（
直
系
の
孫
）
堤
じ
よ
う條 

じ治
氏
の
快

諾
を
得
て
実
現
し
た
も
の
だ
。

　
上
町
台
地
の
東
に
広
が
り
実
り
を
運
ん
だ

よ
く沃 

や野
、
慣
れ
親
し
ん
だ
田
園
風
景
が
、
河
川

改
修
、耕
地
整
理
、鉄
道
網
の
発
達
と
と
も
に
、

住
宅
と
工
場
が
建
ち
並
ぶ
ま
ち
へ
と
変
貌
を

堤楢次郎「東横堀　丸町の浜にて」大正4（1915）年。
都心部でも川で染物屋が布を洗い、

風が干し場の染め布をなびかせる光景は、
初夏の水都の風物詩だった。

堤楢次郎「平野川　東成郡鶴橋町の
北端（三枚橋）」大正4（1915）年。

市街化の過程で
急激に失われゆく田園風景を記録した作品は、
忘れられた当時の様子を今に伝える。

（
＊
１
） 『
上
町
台
地 

今
昔
タ
イ
ム
ズ
』（
発
行
：
大

阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
、企
画
・
編

集
：U

-C
oR
o

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・ワ
ー
キ
ン
グ
）。プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
や
、発
行
物
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
等

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

（
＊
２
） 

明
尾
圭
造
氏
論
稿「
絵
筆
を
持
っ
た
郷
土

史
家
　
堤
楢
次
郎
」『
あ
し
た
づ
』第
15
号（
２
０
１

３
年
２
月
、河
内
の
郷
土
文
化
サ
ー
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

掲
載
か
ら
。

http://w
w
w
.og-cel.jp/project/ucoro/

event2_kon.htm
l

2014年3月に開催された上町台地今昔フォーラムVol. 1
「都市の広がりのなかに消えたもの・残されたものは？
未来は？」の様子。右から加藤氏、酒井氏、吉田氏。
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堤
楢
次
郎
の
画
業
と

作
品
に
宿
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

未
来
への
記
憶
を

呼
び
覚
ま
す




